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あらまし  近年，現実の雑音環境下の様々なシーンにおいて音声認識率を向上させるために，音声情
報と映像情報を統合したバイモーダル音声認識への関心が高まっている．映像情報は音響雑音の影響を
受けない情報源として，音声認識において重要な役割を果たすものと考えられる．しかし，大規模バイ
モーダルデータベースが少ないことなどから，映像情報は実際の音声認識システムにおいて十分に利用
されるには至っていない．そこで我々は，これまでに構築されている雑音環境下音声認識評価用共通デ
ータベース AURORA-2J/AURORA-3J の仕様に則り，高品質カラー映像と近赤外映像を付加して収録を行
い，新しいデータベース AURORA-2J-AV（室内），AURORA-3J-AV（自動車内）を構築している．本稿で
はこれらのデータベースの詳細について述べる． 
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Abstract  There are remarkable interests on bimodal speech recognition, which integrate audio and visual 
information, to improve speech recognition rates. Visual information plays a very important role in speech 
recognition since it is not affected by acoustic noises. However, such kind of information has not been fully used in 
existing actual speech recognition systems because  of the lack of large-scale bimodal databases. Therefore we are 
building new databases called AURORA-2J-AV(indoor) and AURORA-3J-AV(in-vehicle) that contain aural signals 
and high quality facial images taken by color and near-infrared cameras. The utterance tasks of these databases are 
the same as those of our AURORA-2J/AURORA-3J database for evaluating speech recognition method under 
noisy environments. This paper describes the detailed specification of the databases. 
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1. はじめに  
近年，自動車内でのカーナビゲーションシステムの

インタフェース利用や擬人化エージェントとの対話イ

ンタフェースを初めとして，実環境における音声認識

の重要性が増加している．このため雑音が多く含まれ

る実環境下での音声認識の研究が盛んに行われている

[1]．現在の音声認識システムはクリーンな発話に対し

90%以上の安定した認識率を示すが，実環境の雑音を多

く含む発話では著しく性能が低下する．そのため，街

中や自動車内でインタフェースとして音声認識を利用

するためには，雑音に対するロバスト性のさらなる向

上が必要である．雑音に影響されずに発話内容を認識

可能な特徴として，話者を撮影した映像情報が挙げら

れる．音声情報に加え映像情報を用いて音声認識を行

研究会temp
テキストボックス
社団法人 情報処理学会　研究報告
IPSJ SIG Technical Report

研究会temp
テキストボックス
2005－SLP－55　(7)

研究会temp
テキストボックス
2005／2／4

研究会temp
テキストボックス
－35－



 

 

うことで，雑音下での認識率向上が期待できる．この

ようなバイモーダル音声認識の研究が近年盛んに行わ

れている[2]． 
我々の研究グループでも音声と映像を統合して自動

車内における音声認識の精度向上を目指す研究を行っ

てきた．発話区間の検出精度は音声認識率に大きな影

響を与えるため，正しく認識を行うために発話区間を

正確に推定することが必要となるが，非定常雑音環境

下では音声情報のみを用いて発話区間を決定すること

は非常に難しい．そこで，口唇画像から唇の動きを検

出し，雑音環境下でも安定して発話区間を推定する研

究が行われている[3]．また我々は，音声情報を併用す

ることで発話区間の推定精度の向上を図る研究を行っ

てきた[4][5]．これらの研究では，話者の口唇領域等の

映像から得られる特徴量を音声情報に加えて利用する

ことで，音声認識の雑音に対する頑健性が向上するこ

とが示されている． 
映像情報は音響雑音による影響を受けない有望な情

報源であるが，実際の音声認識システムにおいて十分

に利用されるには至っていない．この一因として，公

開されている大規模バイモーダル音声データベースの

数およびそれに含まれるサンプル数が少ないことから，

実環境の雑音に適したバイモーダル音声認識手法とそ

の効果が示されていないことが挙げられる．実環境の

雑音を収録した公開データベースがあれば，同一の音

声認識タスクに対して複数の研究グループがそれぞれ

の手法を適用し，性能改善を競い合うことで，より優

れた音声認識手法を確立することが期待される． 
音声情報のみを用いた音声認識の分野ではこのよう

なデータベースの作成が行われており，AURORA プロ

ジェクトの AURORA-2 データベースがある [6]．
AURORA-2 では共通の発話に様々な実環境の雑音を重

畳して用いることで，様々な音声認識システムの性能

や，雑音に対する頑健性を比較することが可能である．

数字を日本語に翻訳し，同一の雑音データを重畳した

AURORA-2J データベースも広く利用されている[7]．ま
た同様のデータベースに，自動車内での連続数字／コ

マンドタスクからなる AURORA-3 がある．AURORA-3
では，アイドリングや市街地走行を行いながらオーデ

ィオやエアコンの ON/OFF を切り替え，様々な雑音条

件下で収録を行っている．AUROR-3 の日本語版に相当

する AURORA-3J の構築も現在進められている[7]． 
AURORA-2/AURORA-2J ， AURORA-3/AURORA-3J

は，音声データのみをもつデータベースである．音声

情報と映像情報を統合し，より優れた雑音に頑健なバ

イモーダル音声認識システムを開発するためには，音

声情報だけでなく映像情報を同時に収録したデータベ

ースが必要になる．しかし，この分野は比較的新しく，

そのような公開されたデータベースは非常に少ないの

が現状である[2]．これまでに作成されたデータベース

は比較的小規模であり，室内のみのものが多い．自動

車内で収録されたものもあるものの[8]，一般に配布さ

れていない．そこで本稿では，AURORA-2J，AURORA-3J
データベースの仕様に則り，さらにカラー映像と近赤

外映像を加えて収録を行った AURORA-2J-AV ，

AURORA-3J-AV データベースについて述べる．このデ

ータベースは一般への配布を前提としている点，室内

だけでなく自動車内のデータを含む点において従来と

は一線を画す．さらに，AURORA データベースには，

性能改善の際の評価の基準となる最低限の認識性能を

出す標準スクリプトが含まれている．AURORA-2J-AV，

AURORA-3J-AV はバイモーダルデータベースであるた

め，この標準スクリプトも音声と映像の両者を用いた

ものにする必要がある．そこで，映像情報を用いたベ

ースとなる音声認識手法を実装し，その性能評価を行

う． 
以下，2.で既存の AURORA 音声データベースについ

て 述 べ ， 3. で 今 回 収 録 し た AURORA-2J-AV ，

AURORA-3J-AV について説明する．4.でデータベース

の応用例を簡単に示す．5.で映像情報のみを用いた音声

認識の予備実験について説明する． 

2. AURORA 音声データベース  
2.1 概要  

AURORAプロジェクトのデータベース（AURORA-2，
AURORA-3）は，複数の研究チームに共通の雑音を重

畳した発話データを配布し，様々な音声認識システム

の認識性能，雑音に対する頑健性を比較するためのも

のである．これらのデータベースは連続数字やコマン

ドなどの比較的単語数の少ない発話タスクを収録した

ものであるため，実環境に近い過酷な雑音環境下でも

音声認識が比較的容易である．また，認識から評価ま

での枠組みがあらかじめ揃っており，評価の基準とな

るベースライン性能を計算するスクリプトが用意され

ていることが利点である．また，これらのタスクを日

本語化した AURORA-2J データベース，AURORA-3J デ
ータベースも作成されている． 

2.2 AURORA-2/AURORA-2J 
AURORA-2/AURORA-2J データベースには，連続数

字コーパス（TI digit に現実環境の雑音を重畳したもの）

と，それを認識するための HTK（Hidden Markov Model 
Toolkit）[9]を用いた標準スクリプト，標準スクリプト

を改良せずに音声認識を行った場合のベースライン性

能からの性能改善率を算出する Microsoft Excel ワーク

シートが含まれる．地下鉄やレストラン，人混みなど

の様々な実環境のノイズを SNR を変化させながらクリ

ーンな発話音声に重畳することで，実環境下での発話

をシミュレートする．HMM の学習条件や SNR の違い

によって複数の条件が規定されており，各条件におけ

る音声認識率が算出される．この結果を Excel ワークシ

ートに入力することで，その音声認識システムの性能

をベースライン性能からの相対性能として自動的に集

計，比較することができる． 
AURORA-2 の発声リストは，1～7 桁の連続数字で構

成され，“1234567”や“O53Z”などと表記される（“0”
は/zero/もしくは/oh/と発声し，それぞれを“Z”および

“O”と表記する）．AURORA-2 では学習と評価の条件

が明確に規定されており，それぞれに用いる発声リス

トも分けられている．学習セットは発声リスト約 40 文，

評価セットは約 80 文で構成される．被験者 1 人が学習

セットまたは評価セットの 1 つのセットを発声し，デ

ータベース全体では学習セット 110 名（男女 55 名），

評価セット 104 名（男女 52 名）分のデータで構成され

る． 
AURORA-2J は，AURORA-2 の発話リストを日本語

に翻訳し，同一の雑音を重畳したものである．日本語
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では“0”を「ぜろ」「れい」「まる」と発声するが，「ぜ

ろ」と「まる」と発声される比率が高い．そこで，

AURORA-2 の日本語化に際して，“Z”を「ぜろ」，“O”

を「まる」としている．これと同様の理由で，“4”を

「し」と発音する，あるいは，“7”を「しち」と発声

することはしていない．また，“2”や“5”の長母音化

（「にー」，「ごー」）については特に指示せず，被験者

の自由としている． 

2.3 AURORA-3/AURORA-3J 
AURORA-3 は，自動車内での連続数字／コマンドタ

スクで構成される雑音環境下における音声認識評価用

共通データベースである．被験者は実際の自動車で運

転席に座り，アイドリングや市街地走行を行いながら，

オーディオやエアコンの ON/OFF を切り替え，様々な

走行条件下で収録を行う．音声の収録には，接話マイ

クとハンズフリーマイクを用いる．AURORA-2 では雑

音を後から人工的に重畳するが，AURORA-3 はオーデ

ィオ，ロードノイズ，エンジン音，車のすれ違い音な

ど，様々な雑音下で発話音声が収録されていることが

特徴である．AURORA-2 と同様に，ベースライン性能

を計算する標準スクリプト，ベースライン性能からの

性能改善率を算出する Microsoft Excel ワークシートを

含む．また，AURORA-3 の日本語版の AURORA-3J デ

ータベースの整備も現在進められている[7]． 

3. 映像付き AURORA 音声データベース  
3.1 収録システム  

自動車内で収録された顔映像を利用するためには，

夜間は可視光の照明が利用できないため，近赤外照明

による近赤外映像が用いられる．今回のデータベース

では通常のカラー映像に近赤外映像を加え，2 系統で収

録を行った．収録システムの構成を図 1に示す．2 台の

DV カメラを用いて，被験者正面から発話中の顔を撮影

する．1台はカラー映像，もう 1台は近赤外映像とする．

音声は 2 つのモノラルピンマイクを被験者の襟と胸元

に取り付けて収録を行う．収録された映像と音声は DV

フォーマットでエンコードされ（以下この処理を単に

DV エンコードと書く），PC に保存される．今回は可視

光画像，近赤外画像の 2 つを撮影するために異なった

種類の DV カメラを 2 台使用している．DV エンコード

に DV カメラが内蔵する機能を利用すると，それぞれ

の機器が持つ A/D コンバータや AGC（Auto Gain 
Control）の特性の違いにより記録される音声データに

差異が生じてしまうため，DV エンコード用に 2 系統で

それぞれ同一のメディアコンバータを使用した．メデ

ィアコンバータはアナログ映像入力とアナログ音声入

力 を デ ィ ジ タ ル 変 換 し て イ ン タ ー リ ー ブ し ，

IEEE1394(DV)ストリームに変換して出力する．各系統

で DV カメラ，メディアコンバータ，Windows PC が接

続される．映像は DV カメラからメディアコンバータ

に入力される．音声は，2 つのマイクそれぞれに接続さ

れた分配器で 2 系統に分配され，2 つのメディアコンバ

ータの L/R チャンネルに接続される．したがって，カ

ラー映像＋ステレオ音声，近赤外映像＋ステレオ音声

の 2 系統が収録される． 
音声と映像を同期させて収録するにあたり，データ

の取り扱いやすさや画質と音質などを考慮して，MSDV 
Type-1 AVI ファイル形式で収録を行った．これは DV テ

ープに再エンコードなしで書き戻すことができるフォ

ーマットであり，映像・音声共に高いビットレートで

保存されるため，画質や音質の劣化が比較的少ない．

音声は 48kHz･2ch とした．収録データの仕様の詳細を

表 1に示す． 
メディアコンバータから出力される IEEE1394(DV)ス

トリームを，PCの IEEE1394インタフェースに入力し，

DV ストリームを AVI ファイルとして保存する．オペレ

ータはマスタ PC で録画開始・停止などの操作を行い，

これらの情報はシリアル通信でスレーブ側に送信され，

スレーブ PC はマスタ PC と同様の動作をする．マスタ

PC は，動作指示をスレーブ PC に送信し，スレーブ PC
の動作開始を待ってから動作を開始するため，録画開

始・停止などはマスタ側が最大で数百 msec 遅れる．こ

のため，それぞれの PC に保存される AVI ファイルの録

画開始時刻やデータの長さなどは若干異なるものにな

るが，ファイル内の映像ストリームと音声ストリーム

は同期している． 

3.2 AURORA-2J-AV 
3.2.1 データベースの内容  

AURORA-2J-AV は，雑音環境下連続日本語数字音声

認識タスクの共通評価フレームワーク AURORA-2J に，

発話中の被験者の顔を撮影したカラー映像と近赤外映

像を加えて収録を行ったデータベースである． 
発話セットは AURORA-2J のものをそのまま採用し

た．個々のセットで用いられる数字とその読みを表 2
に，発話の例を表 3に示す．被験者数は学習セットが

41 名（男性 19 名，女性 22 名），評価セットが 49 名（男

性 23 名，女性 26 名）である（表 4）．被験者の男女比

ができるだけ等しくなるように，また 20 代から 50 代

の幅広い年齢層を対象とした．データのサンプル映像

を図 2に示す． 

3.2.2 収録方法  
オペレータがマスタ PC で録画開始を指示すると，2

表 1 収録データの仕様 
File Format MSDV Type-1 AVI 

Transfer Rate 3.6MB/s (28.8Mbps) 

Video NTSC インターレース , 
720×480, 29.97fps 

Audio 48kHz, 16bit, Stereo 

図 1 収録システム構成 
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系統で録画が開始される．録画開始 2 秒後に被験者前

方の液晶モニタに発話内容が表示され，被験者は表示

された連続数字を読み上げる．読み上げが終了したら，

オペレータは録画停止を指示し，2 秒後に録画が停止す

る． 
被験者前方の液晶モニタには常に被験者の映像が表

示されている．被験者は鏡を見ている状態になり，画

面の中央からずれていないか，頭頂部や顎が画面から

はみ出ていないかなどを自分自身でチェックすること

ができる．なお，カラーカメラは SONY VX1000 を，近

赤外カメラには SONY DCR-TRV9 に可視光カットフィ

ルタを取り付けて使用した． 

3.3 AURORA-3J-AV 
3.3.1 データベースの内容  

AURORA-3J-AV は，実環境（自動車内）日本語連続

数字データベース AURORA-3J の仕様に則り，発話音

声に被験者の顔を撮影したカラー映像と近赤外映像を

加えて収録したものである． 
収録を行った発話内容を表 5，表 6に示す．発話セ

ットは 10 種類あり，それぞれの発話セットは 1 桁の独

立数字 4 つ，10 桁数字が 4 つ，16 桁数字が 1 つで構成

される．10 桁数字や 16 桁数字は，3 桁ないし 4 桁に区

切って発話を行う．このような 9 つの数字列を，走行

条件 2 種類（アイドリング，低速走行）と，車内環境

条件（ノーマル，オーディオ ON，ハザード ON，エア

コン ON）の組み合わせからなる 7 つの収録条件で繰り

返し収録する（表 7）．AURORA-3 データベースではア

イドリング，低速走行，高速走行の 3 つの走行条件で

収録が行われているが，今回はアイドリングと市街地

走行のみとした．また，各発話セットで年齢層，男女

比のバランスを取るように被験者を配分した（表 8）．  
AURORA-2J-AV と異なり，運転中のタスクが含まれ

るために発話内容を視覚的に提示することはできない．

そこで，被験者の片耳にイヤフォンを装着させ，音声

により発話内容を指示する．被験者は，イヤフォンか

ら聞こえてきた数字列をリピートする．収録したデー

タのサンプル映像を，図 3に示す． 

3.3.2 収録方法  
収録には，名古屋大学統合音響情報研究拠点（CIAIR）

で構築された収録車[10]を用いた．カラーカメラ（SONY 
DXC-200A（カメラ・レンズ一体型））をダッシュボー

ド右側に，近赤外カメラ（カメラ本体 SONY XC-E150，
レンズ SONY VCL-08YM，可視光カットフィルタ装着）

をステアリングコラム上部に取り付けた．また，近赤

外 LED ユニット（波長 870nm）2 基をダッシュボード

上部に取り付けた．AURORA-3 では，接話マイクとハ

ンズフリーマイクの 2 種類のマイクを用いて収録され

（カラー映像）            （近赤外映像） 
図 2 AURORA-2J-AV 映像サンプル

表 2 数字の読み 
数字   数字  

1 いち  7 なな 
2 に  8 はち 
3 さん  9 きゅう 
4 よん  Z ぜろ 
5 ご  O まる 
6 ろく    

表 3 AURORA-2J-AV 発話例 
記号表記 カナ表記 

83966 ハチ/サン/キュウ/ロク/ロク 

Z845768 ゼロ/ハチ/ヨン/ゴー/ナナ/ロク/ハチ

Z ゼロ 

33O31 サン/サン/マル/サン/イチ 

表 4 被験者の年齢層と男女別人数 
 学習セット 評価セット  
 男 女 男 女 合計（人）

20 代 9 9 9 7 34
30 代 6 8 7 9 30
40 代 4 5 4 5 18
50 代 0 0 3 5 8

合計（人） 19 22 23 26 90

表 5 発話セット内容 
発話内容 収録数（文）

1 桁数字 4 
10 桁数字(3/4/4 桁に区切って発声) 4 

16 桁数字(4/4/4/4 桁に区切って発声) 1 

表 7 収録条件 
ノーマル 

オーディオ ON アイドリング

ハザード ON 
ノーマル 

オーディオ ON 
エアコン ON 

市街地走行 

オーディオ ON＋エアコン ON

表 6 AURORA-3J-AV 発話例 
記号表記 カナ表記 
1 桁数字 8, 3, 9, 1 

10 桁数字 218-670-5439, 913-649-9567 
16 桁数字 9376-0549-3856-5248 

表 8 被験者の年齢層と男女別の人数 
 男 女 合計（人） 

20 代 3 5 8
30 代 2 2 4
40 代 1 3 4
50 代 3 4 7

合計（人） 9 14 23
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ている．しかし，接話マイクが顔に被ることを避ける

ため，襟元にマイクを付けることとし，ハンズフリー

マイクはサンバイザ付近に取り付けた．その他に，赤

外線 LED ユニットドライブ装置，収録用 PC，マイク

アンプ，メディアコンバータなどを収録車に搭載した

（図 4）． 
10 桁数字の場合，発話内容は 3 つに区切って，16 桁

数字であれば 4 つに区切って被験者に提示される．オ

ペレータがマスタ PC で録画開始を指示すると，2 系統

で録画が開始される．録画開始 2 秒後に，イヤフォン

を通して被験者に最初の区切りの発話内容が指示され

る．発声が終了すると，オペレータは次の区切りの音

声を再生する指令を出し，これを 3 回ないし 4 回繰り

返す（1 桁数字の場合は 1 回のみ）．最後の区切りの発

声が終了すると同時に，オペレータは録画停止を指示

し，2 秒後に録画が停止する． 

4. データベースの応用例  
本データベースの応用例として，バイモーダル音声

認識が挙げられる．我々はこれまで，画像情報と音声

情報を統合し，雑音の多い実走行車内環境で利用可能

な発話区間検出手法を開発してきた[4][5]．発話特徴量

として，画像情報からはドライバの口唇画像における

低輝度画素領域の面積変化を，音声情報からは対数パ

ワーの変化を利用している．また，夜間への適用を考

慮し，色情報は使用していない． 
このような手法の評価と改良を行うためには，音声

と映像が同期して収録されたデータベースが必要であ

る．これまでは，名古屋大学 CIAIR 実走行車内音声デ

ータベースエラー! 参照元が見つかりません。[11]で収

録されたドライバ映像と音声のデータを用いて評価を

行ってきた．しかしながら，このデータは音声と映像

が完全には同期していないこと，また，映像の解像度

が低く，低画質であることが問題であった．今回収録

した AURORA-3J-AV データベースは，音声と映像が同

期された状態で収録され，映像も比較的高画質であり，

バイモーダル音声認識手法の評価に非常に有用である．

今後，映像と音声を統合した音声認識・発話区間検出

手法を本データベースに適用し，様々な雑音環境下に

おける音声認識の精度向上を図る予定である． 

5. 口唇領域画像を用いた発話認識  
データベースと同時に配布される標準スクリプトを

用いることで，手法の改善を行う際に評価の基準とな

るベースライン認識性能を簡単に算出できることは

AURORA データベースの大きな特徴である．今回収録

を行った室内の AURORA-2J-AV および自動車内の

AURORA-3J-AV はバイモーダルデータベースであるた

め，ベースライン認識手法も音声と映像の両方を用い

たものに変更する必要がある．そこで，HMM を用いて，

AURORA-2J-AV データベースの映像のみを使用した予

備的な発話認識実験を行った．なお，HMM の学習およ

び認識には HTK を使用した． 

5.1 実験  
認識用の画像としてAURORA-2J-AVの近赤外映像を

グレースケール変換し，インターレース映像のトップ

フィールドのみを使用した．ボトムフィールドは使用

しないため，画像サイズは縦方向が半分の 720×240 ピ

クセル，フレームレートは 29.97fps となる．口唇領域

は 120×45ピクセルとした．学習セット 47名，合計 3,608
発話について，手動で与えた鼻領域でテンプレートマ

ッチングを行い，検出された鼻の位置を基準に口唇領

域の切り出しを行い，全フレームについて目視でチェ

ックを行った．約 45 万枚の口唇領域画像からランダム

で選んだ 20,000 枚について主成分分析を行い，累積寄

与率 80%以上となる 14 次元までの固有画像を得た（図 
5）．ただし，発話映像には前後に 1.5 秒程度の非発話区

間があり，唇がほとんど動かないため，各発話の前後

30 フレームは主成分分析には用いていない． 
HMM を用いて学習および認識を行うために，これら

の固有画像に対する各フレームの口唇領域画像の主成

分得点を認識特徴量とした．今後，音声情報を用いた

バイモーダル音声認識を実現するため，特徴量のフレ

ームレートが音声と同期していることが望ましい．

AURORA-2J 標準スクリプトでは，音声特徴量について

10msec のフレームシフトと規定している．映像は

29.97fps（30000/1001）であるため，画像特徴量の主成

分得点が 10msec 間隔になるように，1001/300 倍のオー

バサンプリングを行った． 
上記の特徴量を用いて HMM の学習を行った．パラ

メータ種別は USER_D_A（ユーザ定義データとその 1
次および 2 次差分値）とし，次元数は 14×3 の 42 次元

である．発話数字の HMM は 5，10，18，20，22，25
状態と変えながら学習した．なお，挿入ペナルティは，

挿入誤りと削除誤りが等しくなる値を事後的に与えた．

それ以外の設定はすべて AURORA-2J の標準スクリプ

トの仕様と同一である． 

（カラー映像）            （近赤外映像） 
図 3 AURORA-3J-AV 映像サンプル 

図 4 収録システム 

図 5 固有画像 
（上段左から右に向かって第 1,2,･･･,5 固有画像， 
中段左から右に向かって第 6,7,･･･,10 固有画像， 
下段左から右に向かって第 11,12,13,14 固有画像） 
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認識率の評価には単語正解率と単語認識精度を用い

た．単語正解率は正解単語数／全単語数，単語認識精

度は（正解単語数－挿入誤り単語数）／全単語数と定

義する（ただし，全単語数＝正解単語数＋置換誤り単

語数＋削除誤り単語数）．AUROAR-2J-AV の評価セット

20 人（男女 10 人ずつ）について認識を行った結果を図 
6と表 9に示す．AURORA-2J 標準スクリプトと同じ数

字 HMM 状態数 18 では単語正解率 58.23%，単語認識精

度 42.87%という結果を得た．状態数 20 では単語正解率

58.35%，単語認識精度 43.14%と最適であった． 

5.2 考察  
今回の実験ではAURORA-2J-AVの室内映像を用いた

ため，認識特徴量が主成分得点のみでも比較的良好な

結果を得られた．しかし，AURORA-3J-AV の車内映像

は照明変化や顔向きの変化が激しいため，よりロバス

トな認識特徴量が必要になる．我々は車内環境におけ

る発話区間認識のために口唇領域画像内の低輝度画素

数の変化などを特徴量とする試みを行っている[4]．今

回は予備実験として口唇画像のみを用いた音声認識の

実験を行った．今後，画像にも照明変化などの人工雑

音を付加し，雑音を重畳した音声と統合したバイモー

ダル音声認識のベースラインの評価実験も行う予定で

ある．  

6. むすび  
本稿では，雑音環境下音声認識評価用共通データベ

ース AURORA-2J，AURORA-3J にカラー映像と近赤外

映 像 を 加 え て 収 録 を 行 っ た ， AURORA-2J-AV ，

AURORA-3J-AV データベースについて述べた．本デー

タベースは音声と映像が同期した状態て収録されてお

り，映像と音声を統合した音声認識手法の開発，評価

が可能になる． 
今後，さらなる被験者数の増加，データの整理，発

話区間や発話内容などの正解情報の付与，標準音声認

識スクリプトなどの整備を行い，本データベースを公

開する予定である．また，英語版データベースの収録，

音声と映像に加え，マイクロホンアレイを用いた音声

データや，車外の映像，アクセル開度やブレーキ踏力，

GPS 位置情報などを含めたマルチモーダルデータベー

スを作成し公開する予定である． 
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表 9 HMM 認識結果 
数字 HMM 状態数 18 20
正解単語数 1482 1485
削除誤り単語数 388 394
置換誤り単語数 675 666
挿入誤り単語数 391 387
全単語数 2545 2545
単語正解率 58.23% 58.35%
単語認識精度 42.87% 43.14%

図 6 数字 HMM 状態数と認識率 
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